
第６期米原市自治基本条例推進委員会 これまでの意見まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

テーマ１：オンラインでの情報共有の在り方について 

テーマ２：オフライン（対面）でのゆるやかな交流・関わり方について 

（自治会機能、運営の在り方） 

テーマ３：職員と地域との関わり方について 

（現状・課題） 

・アンケートのような量的調査以外

にも質的調査が必要 

・市がもつ情報発信媒体としては

ほぼ網羅している。 

・必要な人に必要な情報が届い

ているか不明 

・知りたい情報と届けられる情報

がミスマッチ 

（方向性） 

・市民参加、情報伝達

の満足度を高めるた

めに、どんな情報がど

んな媒体で発信され

ているか、発信した情

報が有効に活用され

ているか整理が必要 

（現状・課題） 

・自治会加入率が高い。 

・昔からの住民と新しい住民の意

識の差がある。 

・積極的な関わり、活動が引き出

される工夫が必要 

・役員のなり手がない、世代交代

ができていない。 

・防災、減災の面から自治会の必

要性が再認識されている。 

（方向性） 

・世代間交流、新しい

住民と従来の住民と

の交流、テーマ方組

織（ＮＰＯ法人）と地縁

型組織（自治会）の交

流など他世代、他組

織の交流が必要 

・現在にマッチした自

治会運営に変えてい

く議論も必要 

（現状・課題） 

・市外在住の職員が増加（地域の

現状を良く知らない、市民も職員

の顔を知らない。） 

・地域に寄り添った施策を展開す

るためには、地域に入り込むこと

が必要 

（方向性） 

・自治体側、行政側か

らの双方向の提案の

ほか、自治体の職員

が地域の現状や課題

を把握する機会として

の位置付け、市民と

行政職員が地域で

一緒に取り組むパート

ナーだとお互いが思

えるようなデザインや

アプローチが必要 

（意見） 

・市が発信していることが若い人に刺さ

ってない。 

・誰が発信するかということも含めた情

報発信の機能の在り方を考える必要

がある。 

・市民参加型の情報伝達のあり方や当

事者間で交流ができるメディアの利活

用の検討が必要。 

（意見） 

・何を存続させるかを考え、選択する時

期が来ている。 

・補助事業の申請が大変。簡素化が必

要 

・今の技術でなくせるものはなくしていっ

て、負担を減らして、変化していく 

・自治会内のコミュニケーションの方法

を変えたり、防犯カメラなど今の技術を

活用して負担を減らすことが必要 

・行政からの依頼が多く、役員の負担が

重い、だから「役員のなり手がない」悪

循環がある。 

・自分たちで自治会運営を自由に変え

ていけるイメージをつけていくことが大

切 

（意見） 

・自治会の役割をうまく伝えていくことは

市の役割。市が第三者の立場で、世代

間ギャップを埋めていくような役割を担

うべき。 


